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海外送金 
 

大
蔵
省
は
資
料
情
報
制
度

実
施
の
た
め
の
法
案
を
秋
の

臨
時
国
会
に
提
出
、
改
正
外

為
法
と
同
時
に
施
工
す
る
方

針
だ
。 

外
為
法
改
正
は
資
金
取
引

自
由
化
で
日
本
の
金
融
・
証

券
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
の

が
狙
い
で
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
の

第
一
陣
と
し
て
先
月
、
国
会

で
成
立
し
た
。
来
年
四
月
か

ら
個
人
や
企
業
は
海
外
で
自

由
に
預
金
口
座
を
開
設
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
海
外
で
の

資
金
運
用
で
得
た
所
得
は
国

内
で
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら 

 

な
い
が
、
実
体
を
税
務
当
局

が
つ
か
む
た
め
に
は
海
外
と

の
資
金
の
や
り
と
り
の
把
握

が
必
要
に
な
る
。
こ
の
た
め
、

大
蔵
省
は
海
外
送
金
や
海
外

か
ら
の
入
金
に
つ
い
て
は
、

取
り
扱
っ
た
銀
行
・
郵
便
局

に
報
告
を
求
め
る
こ
と
に
し

た
。 

 

送
金
額
が
百
万
円
以
上
で

あ
れ
ば
、
貿
易
代
金
の
支
払

い
や
投
資
、
仕
送
り
な
ど
取

引
の
種
類
を
問
わ
ず
、
送
金

者
と
送
金
先
の
住
所
・
氏
名
、

日
付
、
金
額
、
送
金
目
的
を

報
告
す
る
よ
う
義
務
づ
け
る
。 

ビ
ッ
グ
バ
ン
対
応 

 

大
蔵
省
は
海
外
預
金
口
座
の
開
設
自
由
化
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
改
正
外
為
法
の
来
年
四
月
施
工
に
対
応
し
て
、
課
税
漏
れ
な

ど
を
防
ぐ
た
め
に
導
入
す
る
「
資
料
情
報
制
度
」
の
骨
格
を
固

め
た
。
海
外
へ
の
送
金
や
海
外
か
ら
の
入
金
が
百
万
円
以
上
の

取
引
に
つ
い
て
は
取
扱
金
融
機
関
が
毎
月
、
送
金
先
な
ど
の
情

報
を
磁
気
テ
ー
プ
な
ど
で
税
務
当
局
に
報
告
す
る
よ
う
義
務
づ

け
る
。
た
だ
、
内
外
の
資
金
取
引
の
ほ
と
ん
ど
を
税
務
当
局
が

直
接
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
（
金

融
大
改
革
）
に
よ
る
金
融
取
引
の
活
発
化
を
心
理
的
に
抑
制
す

る
要
因
に
な
る
と
の
見
方
も
あ
る
。 

（
外
為
法
の
改
正
は
「
き
ょ
う
の
こ
と
ば
」
参
照
） 

 
 

札
幌
経
済
新
聞 

国
道
５
号
の
バ
イ
パ
ス
と

し
て
交
通
量
が
増
え
、
死
亡

事
故
が
多
発
し
て
い
る
通
称

「
フ
ル
ー
ツ
街
道
」（
小
樽
市

―
後
志
管
内
余
市
町
―
同
管

内
仁
木
町
）
の
事
故
を
防
ご

う
と
、
四
月
か
ら
警
察
と
関

係
三
市
町
が
ス
ク
ラ
ム
を
組

み
始
め
た
。
対
策
会
議
を
設

置
し
て
各
種
警
告
標
識
の
取

り
付
け
や
啓
発
活
動
な
ど
を

進
め
て
い
る
。
市
町
村
同
士

が
事
故
防
止
で
協
力
す
る
の

は
道
内
で
は
珍
し
く
、
行
方

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

同
街
道
は
九
十
三
年
に
開 

米
国
は
一
万
㌦
以
上
の
送

金
に
つ
い
て
税
務
当
局
へ
の

情
報
開
示
を
義
務
づ
け
る
な

ど
海
外
で
も
同
様
の
制
度
を

実
施
し
て
い
る
。
報
告
は
銀

行
が
毎
月
、
該
当
す
る
取
引

を
磁
気
テ
ー
プ
に
ま
と
め
て

提
出
、
税
務
当
局
が
納
税
者

ご
と
に
所
管
の
税
務
署
に
分

類
し
て
保
管
す
る
。
報
告
義

務
違
反
や
虚
偽
の
報
告
を
し

た
場
合
に
は
罰
則
を
科
す
。 

大
蔵
省
方
針

大
蔵
省
方
針

大
蔵
省
方
針

大
蔵
省
方
針 

銀
行
銀
行
銀
行
銀
行
がががが
毎
月
提
出

毎
月
提
出

毎
月
提
出

毎
月
提
出 

税
務
当
局
に
詳
細
情
報 

 

発行所 札幌経済新聞社 

札幌本社〒001-0035 

札幌市北区北 35 条西 

10 丁目 10 番 30 号 120 

電話(011)714-1234 

振替口座 0143-23-1234 

 

札幌経済新聞社 2002 

 

 

 

フ
ル
ー
ツ
街
道 

罰
則
の
内
容
は
法
務
省
と

調
整
中
だ
が
、
不
動
産
売
却

な
ど
の
際
に
税
務
署
の
提
出

を
義
務
づ
け
て
い
る
支
払
調

書
の
提
出
義
務
違
反
へ
の
罰

則
（
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
）

を
参
考
に
決
め
る
。 

国
税
局
で
は
把
握
の
難
し

か
っ
た
中
小
企
業
や
個
人
を 

照
明
・
標
識 

な
ど 

改
善 

通
し
た
広
域
能
動
で
全
長
十

九
・
六
㌔
。
小
樽
―
余
市
間

の
国
道
５
号
が
渋
滞
し
や
す

い
こ
と
か
ら
、
同
街
道
を
バ

イ
パ
ス
と
し
て
利
用
す
る
一

般
車
両
が
増
加
し
て
お
り
、 

含
め
、
確
定
申
告
の
チ
ェ
ッ

ク
や
税
務
調
査
の
効
率
化
に

役
立
つ
と
み
て
い
る
。
た
だ
、

資
金
取
引
情
報
を
細
か
く
税

務
当
局
が
つ
か
む
こ
と
に
つ

い
て
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観

点
か
ら
問
題
視
す
る
声
が
出

る
可
能
性
も
あ
る
。 
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紫
陽
花
の
色 

雨
を
彩
る
六
月 

の
遅
い
農
作
業
車
両
の
利
用

を
前
提
と
し
た
設
計
の
た

め
、
坂
道
や
カ
ー
ブ
が
多
く
、

交
通
量
増
加
に
伴
っ
て
事
故

も
急
増
。
九
十
五
年
か
ら
九

十
七
年
四
月
ま
で
に
四
十
二

件
の
人
身
事
故
が
発
生
し
て

五
人
が
死
亡
し
て
お
り
、
道

路
十
㌔
㍍
当
た
り
の
事
故
発

生
率
も
道
内
平
均
の
二
倍
を 

一
日
の
交
通
量
が
五
千
台
を

越
え
る
日
が
あ
る
な
ど
、「
開

通
当
初
の
予
想
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
」（
道
警
本
部
） 

と
言
う
。 

 

た
だ
同
街
道
は
、
ス
ピ
ー
ド 

野
村
証
券
の
利
益
供
与
事

件
で
、
逮
捕
さ
れ
た
元
社
長
、

酒
巻
秀
雄
容
疑
者
（
６１
）
が
、

総
会
屋
グ
ル
ー
プ
代
表
、
小 

故
分
析
を
踏
ま
え
て
ト
ン
ネ

ル
内
の
照
明
を
明
る
く
し
た

り
、
カ
ー
ブ
警
戒
標
識
を
増

設
す
る
な
ど
の
対
策
に
乗
り

だ
し
た
。
今
後
も
情
報
交
換

を
進
め
、
冬
は
除
雪
対
策
で

も
連
携
す
る
考
え
だ
。 

 

九
十
六
年
の
道
内
で
の
交

通
事
故
死
者
数
は
五
百
九
十

五
人
で
、
都
道
府
県
別
で
は 

警
察
と
連
携
し
対
策 

超
え
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す

る
た
め
、
五
月
下
旬
に
は
道

警
機
動
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
招
い
て
関
係
三
市

町
が
対
策
会
議
を
開
催
。
事 

 

 

生
協
の
全
国
団
体
、

日
本
生
活
協
同
組
合

連
合
会
（
東
京
・
渋
谷
、

竹
本
成
徳
会
長
、
加
盟

六
百
四
十
七
生
協
）

は
、
経
営
不
振
に
陥
っ

た
生
協
を
支
援
す
る

基
金
を
創
設
す
る
。
こ

の
五
月
に
練
馬
生
協

（
東
京
・
練
馬
）
が
解 

 

不振不振不振不振のののの生協生協生協生協    
支援支援支援支援へへへへ基金基金基金基金 

え
て
い
る
こ
と
に
対

応
す
る
。
十
二
、
十
三

日
の
総
会
で
正
式
決

定
す
る
。 

散
に
踏
み
切
る
な
ど
、

大
手
ス
ー
パ
ー
の
出

店
攻
勢
な
ど
で
経
営

難
に
陥
る
生
協
が
増 

は
加
盟
生
協
が
負
担

し
百
億
円
で
ス
タ
ー

ト
す
る
。
出
資
し
た
各

生
協
の
代
表
者
な
ど 

日
生
協
、
１００
億
円
で
創
設
へ 

 

基
金
の
名
称
は
「
連

帯
基
金
」。
五
十
五
億

円
を
日
生
協
が
拠
出

し
、
残
り
四
十
五
億
円 

で
「
生
協
経
営
支
援
機

構
」（
仮
称
）
を
つ
く

り
、
基
金
を
管
理
す

る
。
い
ず
れ
も
通
常
総

会
で
の
正
式
決
定
を

受
け
、
年
度
内
に
発
足

さ
せ
る
。 

 

基
金
は
、
経
営
悪
化

し
た
生
協
に
直
接
貸

し
だ
す
。 

池
隆
一
容
疑
者
（
５４
）
と
同

証
券
の
施
設
で
面
談
し
た

際
、
総
務
部
担
当
の
元
常
務
、

藤
倉
信
孝
容
疑
者
（
５４
）
ら 

総
会
担
当
・・・・
藤
倉
容
疑
者

同
席 

野
村
事
件
「
酒
巻
・
小
池
」
面
談
時
に 

五
年
連
続
で
全
国
一
位
。
今

年
も
死
者
数
が
増
え
て
い
る

だ
け
に
、道
警
本
部
で
は「
と

に
か
く
安
全
運
転
を
心
掛
け

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て

い
る
。 

二
人
が
同
席
し
て
い
た
こ
と

が
三
十
一
日
、
関
係
者
の
話

で
分
か
っ
た
。
酒
巻
容
疑
者

は
国
会
の
参
考
人
招
致
で
、

社
長
就
任
後
の
九
十
二
年
、

「（
小
池
容
疑
者
と
）
短
時
間

面
談
し
た
」
と
認
め
た
が
、

同
席
者
や
具
体
的
な
や
り
と

り
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し

て
い
な
か
っ
た
。
東
京
地
検

特
捜
部
は
違
法
な
株
取
引
が

行
わ
れ
た
九
十
五
年
の
三
年

前
か
ら
、
酒
巻
、
藤
倉
両
容

疑
者
が
連
帯
し
て
総
会
屋
対

策
を
行
っ
て
い
た
事
実
と
し

て
注
目
し
て
い
る
模
様
だ
。

（
関
連
記
事

関
連
記
事

関
連
記
事

関
連
記
事
をををを
社
会
面

社
会
面

社
会
面

社
会
面
にににに
） 

 

酒
巻
容
疑
者
の
二
十
八
日

の
参
院
参
考
人
招
致
に
よ
る

と
、
面
談
は
九
十
二
年
春
、

東
京
・
新
宿
の
同
証
券
施
設

「
野
村
ク
ラ
ブ
」
で
行
わ
れ

た
。
同
容
疑
者
は
、
当
時
の

管
理
担
当
専
務
か
ら
「
古
い

株
主
な
の
で
一
回
会
っ
て
欲

し
い
」
と
頼
ま
れ
、
面
談
し

た
と
説
明
。 

関
係
者
に
よ
る
と
、
面
談
に

同
席
し
た
藤
倉
容
疑
者
は
当

時
、
総
会
屋
な
ど
を
担
当
す

る
総
務
部
長
。 

 

バ
ン
ダ
イ
、
破
綻
の
真
相 

 

「
予
定
通
り
の
合
併
」
発
表
か
ら
、
わ

ず
か
二
十
四
時
間
で
破
綻
へ
。空
白
の
時

間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
。 

▽
視
点
・
争
点
＝
リ
レ
ー
討
論
「
日
本
の

森
林
を
ど
う
す
る
」
吉
田
和
男
氏 

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
経
済
＝
大
型
倒
産 

な

ぜ
今
増
え
る
？ 

交通事故防止へ 

３市町スクラム 


